
キリン株式会社では、「復興応援 キリン絆プロジェクト」のテーマの一つである地域活性化支援として、阿蘇門前町商店街「お

座敷商店街」お花見まつりに協賛しました。

阿蘇神社のお膝元、阿蘇市一の宮町の門前町商店街の賑わいづくりを目的に開催される「お座敷商店街」。毎年、桜の時期

に合わせて行われており、7回目を迎える今年は、阿蘇神社および門前町商店街の復興への希望、地震後に全国から寄せ

られた支援への感謝の思いを込めて開催された。キリン株式会社では、「復興応援 キリン絆プロジェクト」のテーマの一

つである地域活性化支援として、同イベントに協賛した。

今年は平年より桜の開花が遅れ、当日は時折あられが降るなど、生憎の天気にも関わらず、各店が思いを注いで準備した

特別価格の限定メニューや数量限定の無料提供品などを目当てに、多くの方々が商店街を訪れた。一部の店舗では整理券

を求めて長蛇の列ができるほどの盛況ぶりだった。

商店街の中央付近に配置されたお座敷では、名物グルメを求めてやってきた家族連れやカップルなどの姿が見られたほか、

会場内では猿まわしなども披露された。

飲料提供のブースでは、「キリン一番搾り生ビール」や本格焼酎「白水」とご当地サイダー「蛍丸サイダー」で作る「蛍丸・

白水ハイボール」の販売を実施。また、ノンアルコール・ビールテイスト飲料「キリン 零 ICHI（ゼロイチ）」や、「生茶

300ml ペットボトル」のサンプリングを実施した。

復興と感謝の思いが詰まった阿蘇門前町商店街「お座敷商店街」お花見まつり
に協力
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イベントを運営されている地域の皆様の明るさや熱意、復興

への思いを感じることができ、こちらがパワーをもらいまし

た。今回は、当社が手掛ける南阿蘇村・白川水源の水で仕込

む本格焼酎「白水」と、ご当地サイダー「蛍丸サイダー」の

コラボ商品「蛍丸・白水ハイボール」の初お披露目でもあり

ました。今後も商店街の皆様と一緒に取り組みながら、多く

の方に飲んでいただけるよう営業していきます。さらに、6

月発売の「一番搾り 熊本に乾杯」などを通して、地域に寄り添っ

た支援を続けていきたいと思います。

キリンビール株式会社　熊本支社　営業部　主任　作下 隆明

コメント①

先代の時代から「花まつり」として春のイベントを行ってき

ましたが、桜の植樹が進み、せっかくお花見していただくなら、

ブルーシートではなくお座敷でゆっくり寛いでいただきたい

と「お座敷商店街」を始めました。熊本地震では各店とも被

害を受けたものの、軽微な被害で済んだのは、阿蘇神社が身

代わりになって守ってくださったのだと思っています。神社

の復興のためにも、世代に関係なく仲の良い地域コミュニティ

を活かして、さまざまな取り組みに挑戦し続けて行きたいと

思います。

丹波屋　代表取締役　岩永 芳幸 様

コメント②



忘れたいけど、絶対に忘れてはいけない1年。熊本地震とい

う恐ろしい体験を共有したことで、商店街メンバーはより結

束し、支えていただいた多くの皆様に「ありがとう」を表現

したい、その一心でイベントの準備を進めてきました。地震後、

観光客数は減ったものの、阿蘇神社の復興を願って参拝して

くださるお客様に多く足を運んでいただいています。キリン

グループ様にご支援をいただいている「復興応援 キリン絆プ

ロジェクト」のテーマは " 協働 "。その思いを胸に、焦らず、

急がずに活動していきます。

阿蘇はなびし　代表取締役　宮本 博史 様

コメント③

熊本地震が起こり、私たちにとって阿蘇神社は、親のような

存在なのだと感じるようになりました。何もない時は「あっ

て当たり前」。しかし、楼門や拝殿などの倒壊を目の当たりに

した時、その有り難みに初めて気付きました。神社のために

私たちができることは、商店街に賑わいを取り戻し、多くの

観光客に参拝していただくこと。3年後予定の国道57号線

復旧、6年後予定の阿蘇神社の楼門復旧を見据え、「九州一の

門前町」を目標に、他とは違う、ここにしかない魅力を磨き

上げていきます。

阿蘇とり宮　杉本 真也 様

コメント④



菊池からお参りに来ました。地震後、阿蘇神社を訪れるのは

二度目ですが、今日は楽しいイベントが行われていてラッキー

でした。ステーキやだご汁、カレーなど、美味しいものがた

くさん並んでいて目移りしました。歩行者天国だから子ども

連れでも安心、お座敷で寛げるのが嬉しいです。暖かくなっ

たら、また阿蘇に遊びに来たいと思います。

来場者の方　匿名

コメント⑤

内牧で旅館を営んでいますが、今日はプライベートで楽しま

せてもらいました。毎年やっていることを、地震後も変わら

ずにやり続ける。そして、地元の人も観光客も関係なく、多

くの人が集う。そんな場を作ることができる門前町商店街の

パワーを、改めて感じました。内牧温泉街も連携しながら、

阿蘇の魅力を発信していきたいと思います。

来場者の方　永田 祐介 様

コメント⑥




